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２０１０年　９月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

御言葉 ピリピ 4:1-7
賛美 セレブレイトジーサス（ｐｐｔ１７　ミクタム１３１）

使徒信条 会衆一同

交読文 48
賛美 御言葉に歩めるように　(ｐｐｔ９　ノア)
メッセージ 味噌からにじみ出た愛

祈り

賛美 その時若い女も　(ppt　２４)
主の祈り 会衆一同

祝福の祈り 会衆一同

報告

祈祷課題
・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・奉仕者が与えられるように：礼拝準備、賛美リード、奏楽

・主に忠実な聖徒達が 30名以上与えられるように

　祝福の御言葉（イザヤ 46:16,23）　空欄に自分の名前を入れて祈りましょう

見よ。わたしは手のひらに を刻んだ。

の城壁は、いつもわたしの前にある。

王たちは の世話をする者となり、王妃たちは のうばとなる。

彼らは顔を地につけて を伏し拝み、 の足のちりをなめる。

は、わたしが主であることを知る。

わたしを待ち望む者は、恥を見ることがない。

の主・イエスキリストの名前によって。　アーメン！

メッセージ概要

先週、静岡の姉妹から天声の兄弟姉妹に、と、サムジャンという合わせ味噌をいただき、賞味した。

ゆでたキャベツにごはんを乗せ、その味噌も乗せて食べるという韓国風の食べ方があるのだが、シンプル

であるがとても旨く、野菜もおいしく摂れ、身も心も温かく幸せな気持ちに包まれつつ頂いた。

その幸せさは、高級レストランなどお金を積む事では決して味わえない、「聖徒を思う愛」という、世の何物

よりも尊い「素材」から来るものだ。

今、この世で生きていて、聖徒の為に愛を込めて料理を作ったり、作ってくれたものを味わうことが出来る

のは、「生きていて良かった」と思えるほどの幸せがあり、天における愛に満ちた交わりの前味わいである。

聖徒達の心の篭った捧げものは香ばしいかおりであって、神が喜んで受けてくださる供え物である。（ピリ

ピ 4:18）

御父が求めるいけにえは、高級食材でも膨大なお金でもなく「心」の込められたものである。

御父は何よりも富んでおられるお方なので私達がいかに富を積んで捧げたところで、たかがしれている。

主が人を間違いを犯さないロボットとして造らず、間違いを犯すかもしれない自由意志を持った「人」として

おつくりになったのは、「心から」主を主を選択し、愛し、敬う者を、求めておられるからだ。

天の御国は、確かに高級素材に満ちたリッチな所ではあるが、むしろ、愛の篭った贈り物でいっぱいの、

心が暖かくなる所である事の方が「売り」であり、私達に喜ばしく楽しみである事なのだ。

まことの食物はキリストであり（ヨハネ 6:55）、その食物にはどれほどの愛が込められているか。
それは命を捨てるほどの愛が込められており、その食物は決して無くなる事無く、乏しくなる事も無い。

5千人以上にパンを与えた奇跡において、主は、その奇跡の源、愛の源であるイエスキリストを本来求めて

欲しかったのだが、大勢の群集が求めたのは、実に、食物のパンであり、彼らが主を探して来たのは、食

べて無くなる食物のパンを食べ、満腹したからだ。（ヨハネ 6:26）
どれほど主は寂しい思いをされたであろうか。

私達は無くなるパンではなく、まことの食物である愛の篭ったイエスを、心から感謝しつつ頂くべきである。

サムジャンで食事しながら与えられたもう二つの事は、味噌がおいしいからといって、味噌「そのもの」が脚

光を浴び奉られてはならず、味噌の作り主こそ感謝されるべきである事。

そのおいしい味噌を使い切ってしまうのを恐れるよりも、味噌の作り主に作り方を聞くべきである、という事。

その時々に与えられた人、いただいた恵みなどがなくなる事を恐れる傾向があるが、それは無くなるパンを

いつも与えてくださいと求めて来た寂しい人々のようなものであり、その恵みを下さった根源なるお方により

頼み、そのお方が愛をもって、無尽蔵に与えてくださる事に信頼すべきである。

私達は、キリストのからだであり、それぞれは器官であるが故、誰か特別な人だけが作り主を差し置いて大

きく取り上げられてしまうのは良くない。

体はどこかをケガした時、そこに血小板や白血球が集まるが、血小板や白血球は普段何のために役に立

つのか分からなくても、ケガをした時、これらはそこに引き寄せられるように真っ先に集まり、血小板は傷を

塞ぎ、白血球は進入して来た悪いものを殺すために、機能する。

どこの器官が無くなっても、体はやってゆけないし、どこかだけが大きくなったり増えたりしても病んでしまう。

キリストの器官は愛の機能体であり、その内の誰か一人でも欠けてしまったら、大変であり、また、その誰か

が傷ついてしまったら、周りの器官が全力を持ってそこをいたわり、癒す事に全力を注ぐ。

一切の賜物の源であり、愛を持って一つとしてくださるキリストこそ、全ての栄光を受けるに相応しいお方で

あり、この方のために私達は在るのである。



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1部（日本語）　10:00
2部（韓国語）　11:00
食事/フェローシップ　12:00～
3部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00

集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　20:00～
水曜集会

　1部（韓国語 日本語通訳あり）　13:00～
　　　　　　　　　　　2部（日本語）　19:30～
金曜徹夜祈祷会　21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

天　声　教　会
1部礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-r@yahoo.co.jp


